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本研究では、「帝国日本による朝鮮植民地支配期に採集された日本語朝鮮説話集」（以下、日本語朝鮮説話集と略記）の

書誌と内容をはじめ、その性格と意義を考察した。近代「学知」として創出された説話研究は、説話の採集と分類に基

づいて展開された。日本人の日本語朝鮮説話集と朝鮮人のそれとを二分法的に捉えるアプローチを乗り越え、新たに

発見した資料を分析して、帝国日本における植民地政策と説話採集者及び研究者との関わりを具体的に実証した。先

行研究は、書誌不備とともに個別研究に限られており、日本語朝鮮説話集の性格を把握するには至っていない。そこ

で本研究では、精度の高い書誌作成に基づき、その全体像を体系的に分析した。また、植民地期に採集されたハングル

等で刊行された資料集にも視野にいれて、日本語朝鮮資料集と比較することで、その関わり及び違いを明らかにした。

日本語朝鮮説話集には、新羅の話が多く収録されている。朝鮮総督府によって古蹟調査事業が行われる中で、新羅の

慶州が再び注目を浴び、「古都」新羅が創出されていった。古蹟の整備と説話の採集が深く関わり、日本語朝鮮資料集

は慶州の創出に役割を果たしたのである。 

第 1 章では、ハングルで刊行された朝鮮説話集も視野にいれ、日本語朝鮮説話集の内容と性格を比較分析した。筆者

が新たに発見した日本語朝鮮資料集を取り上げてその書誌を明確にし、両者の比較を試みた。ハングル等で刊行され

た朝鮮説話集は、＜才談・野談集＞が中心で、昔話・伝説集が少なかったのに対して、日本語朝鮮資料集には収録され

ている話の中には笑話などが多く含まれるものの、昔話・伝説集が多いことを確認し、両者の内容上の違いを明らか

にし、日本語朝鮮資料集の時代区分を試みた。 

第 2章では、日本語朝鮮説話集の中に新羅説話が最も多く収録された意味を、植民地政策との関わりの中で考察した。

日本語朝鮮説話集には 1千 5 百話以上の説話が収録されているが、その中で高句麗（扶余を含む）時代の話が 3.6％、

百済時代の話がわずか 0.6％であるのに比べて、新羅時代の話は 14.7％をも占めている。朝鮮総督府の古蹟調査事業

が進展する中で、慶州はそのシンボルとなった。新羅の慶州が再び注目を浴びる中で、古蹟と伝説とが緊密に結びつ

き、日本語説話集が大きな役割を果たしたことを検証した。 

第 3 章では、日本語朝鮮資料集の中で最も多く収録された「脱解説話」をめぐる近代日本人の言説と日本語朝鮮説話

集の共通点及び違いを考察した。先行研究では、脱解説話と共に延烏・細烏説話も「日鮮同祖論」に利用されたと主張

している。しかし、日本人優位を示す脱解説話とは異なり、新羅の平民夫婦が海を渡り日本の王・王妃となったとされ

る延烏・細烏説話は、脱解日本人説論者には必ずしも好都合な話ではなかった。そこで、脱解日本人説論者の言説を分

析し、延烏・細烏説話との違いを明確にした。 

第 4 章では、新羅説話の発見において大きな役割を果たした大坂金太郎について考察した。大坂は慶州伝説に注目し

たが、その中には日本と新羅との葛藤構造が無化され、平和的に改作されており、植民地主義が隠蔽されている。伝説

集には伝説を採集して取捨選択する過程で採集者の意図が反映される側面がある。大坂は取捨選択のみならず、改作

を施している。また大坂の『慶州の伝説』は、芦田惠之助が関わっていた芦田書店で刊行され、芦田の新羅認識にも大

きな影響を与えたことを分析した。また、大坂の伝説論の時代的変化にも留意し、その意味を明確にした。 

第 5 章では、朝鮮説話が実際に朝鮮総督府編纂教科書の中にいかに収録されていったのかを、新たに発見した史料を

用いて実証した。先行研究は、教科書に収録されている説話の全般的な内容を検討しているものの、その中に多く収

録された新羅説話に関する具体的な検討は十分に行われていない。そこで筆者は、朝鮮読本のみならず、趣意書、参考

書、講習・講演録、教育関連雑誌などを広く参照して、六年制・四年制・二年制用の教科書も比較分析して、新羅説話

の教材化の過程とその意味を明らかにした。朝鮮総督府は、1910 年代から「内鮮関連説話」を使っての教材づくりに

関心を持っており、新羅説話に注目して、教科書を編纂した。教科書編纂に関わった担当者の人的ネットワークと経

歴を復元することによって、新羅説話がいかに考案され、教材化されていったのかを明確にした。 

本研究では、従来の書誌研究の成果を踏まえた上で、筆者が新しく発見した資料集を含めて延べ 52 種の日本語朝鮮説

話集が刊行されたことを確認できた。その 52 種に採集された 1,500 編余りの個別説話を分析した結果、朝鮮の歴史時

代の中では、新羅説話が最も多いことを導き出すことができた。そこで、植民地期朝鮮で進められた政策の中で、新羅

説話がいかなる文脈で呼び出され、発見されたのかを、朝鮮総督府の古蹟調査事業との関わりの中で分析した。また、

帝国日本において展開された朝鮮説話に関する言説、説話集、教科書を具体的に分析し、三者の共通点と差異点を明

確にし、植民地期朝鮮の「学知」に関する新たな観点を導き出すことができた。 


